
r

「

羅

無

籍
田

の
禮

に
就

い
て小

.

島

茄

.
馬

籍

田

は
.天

帝
籍

、
耕
籍

、
・東
耕

、
親

耕

、
王
耕

な
ざ

と
構

へ
、
天

子
諸
侯

が
親

ら
農

業

に
手

を
下

す
こ

ご
に

　
し
て
、
親
猛

叉
は
親
桑

と
構

へ
て
王
后

夫
人

の
親

ら
養

奮

に
徒
事
す
る
こ
ξ

共
に
、
支
那
に
於
て
古
來
行
は

.

れ
だ
る
脛
濟
的
意
義
を
有
す
る

】
の
典
禮
で
あ
る
。
余

「は
本
誌
前
號
に
於
て
農
家
者
流

の
學
説
を
述

べ
て
、

一

言
籍
田

の
事
に
論
及
せ
し
關
係
よ
り
、
悲
に
飴
樹
を
借

り
て
籍

田
の
起
原
方
法
並
に
其
意
義
等
に
就
き
少
し
く

述

べ
て
置
き
π
い
せ
思
ふ
。

籍
田
が
儒
家

ρ
主
張
す
る
禮
制

の

冗

る
.こ
と
は
、

.

後
に
述

ぶ
る
が
如
く
多
敷

の
纒
簿
に
真
説

の
散
見
せ
る

一
に
よ
り
て
一直
ち
に
窺
ひ
知

る
こ
ご
を
得

る
の
で
あ
る
。

而
し
て
之
れ
が
貴
行
に
至
b
て
は
漢
の
孝
丈
帝
が
頁
.誼

　
め
言
に
減
じ
て
籍
田
を
開
き
て
よ
り
.以
後
、
塒
に
多
少

.

雑

録

籍
田
の
禮
に
就
い
て

の
興
廃
は
免
れ
ざ
る
も
、
歴
代
柵
廷
の
互
典
遣
し
て
行

は
れ
來

つ
穴
こ
と
は
座
上
に
明
白
な
る
事
實
費
あ

る
。

「

さ
り
な
が
ら
然
ら
轄
漢
以
前
忙
於

て
は
躍
に
儒
家

の
理

想
な
る
に
止
ま
り
、
何
等
貴
行
さ
れ
れ
る
形
跡
菰
意
か

ご
い
ふ
に
必
し
も
然
ら
す
。
.「
周
禮
」
の
記
事
を
周
代
の

事
宜

と
見

る
に
就

い
て
は
議
論

の
存

す
る
あ
れ
ば
姑
く

之
を
措
く
も
、
「
詩
」
の
周
顛
載
菱

の
詩

は
、
序

に
よ
れ

.

.

ぱ

「
春
籍
田
面
所
二糺肌
櫻

一也
」
と
あ
り
て
籍
田
の
歌
ご

な
っ
て
居
り
、
叉
『
國
語
」
周
譜
上
に
は
.
「
宣
王
師
レ
位

不
レ籍
二
千
畝

こ
ご
あ
り
て
銑

の
文
公
が
其
蓄
禮
に
反
す

る
の
非
を
諌
め
穴
る
記
事
あ
り
。
・
是
れ
兎
も
角
も
周
代

に
於

て
は
籍
田
の
禮

の
行
は
れ
起
る
.を
讃
す
る
に
足
る

も
の
で
あ

る
。

、印
此
等

の
記
載

に
よ
れ
ば
籍
田
は
既
に
.-

周
代
に
於
眈
る
成
法
に
し
て

『
禮
記
」
祭
統

に

「
天
子

親
耕
二
於
南
郊

一、
身
共
二齊
盛
}ハ
:
ぞ

諸
侯
耕
二於
東
郊
↓

亦
以
共
二
齊
盛

一」
と
い
ひ
、
叉
「
孟
子
』
藤
衣
公
下
に
「
禮

日
、
諸
侯
耕
助
以
供
二
乗
盛
一」
円
い
ひ
、
其
他
「
禮
記
」

の
月
合
祭
義
表
記
學
記
の
諸
篇
、
『
周
禮
』
大
官

の
旬
師

の
下
、
『
春
秋
穀
梁
傳
」
桓
公
十
四
年

の
記
事
の
如
き
、
.

箪
に
儒
家
の
理
想
業
と
の
み
観

る
べ
き
に
非
す
し
て
、

甥
九
雀

(第
四
號

}
二
七
)

六
〇

一

、



雑

躁

羅
臼
の
禮
に
競

い
て

一

亦
或
程
度
ま
で
周
代
に
實
行
さ
れ
な
る
禮
制

ご
観
る
べ
　

て

、
寧
ろ
周
代
倭

行
せ
ら
巽

・
禮
制
を
・
儒
黍
.

一
取

っ
て
以
て
自
己

の
理
想
案

の
中
に
編
入
し
な
も
の
こ

魏
る
が
正
賞
で
あ
ら
う
。
周

の
禮
制
を
以

て
郁
郁
乎
ご

「
そ

覆

と

レ

「
吾
は
周

に
從
は
ん
」
ご
日

へ
る
孔

子

の
學
涙

に
在
ウ
て
周

の
禮
制
を
其
鮭
是
認
ず
る
こ
ご

は
固
よ
り
敢

て
怪

し
む
に
足

ら
ざ
る
所
で
あ

る
。
併
し

以
上
の
事
實
は
唯
漠
然

ε
周
代
に
籍
田
の
實
行
せ
ら
れ

.

だ

る
を
想
際
せ
し
む
る
に
過
ぎ
令
し
て
、
若
し
夫
れ
此

禮

制
が
何
れ
の
時
に
制
定
さ
れ
、
如
何
な
る
程
度
に
行

は
れ
陀
る
か
ご
い
ふ
が
如
き
こ
ご

曽に
至
り
て
は
、
他
の

多
く

の
周
制
ご
共
に
今
日
之
を
明
確
に
す

る
材
料
の
闘

一
如

せ
る
こ
嘉

遺
憾

手

る
の
で
あ
る
・

天
子
籍

田

の
方

法
に
眈

い
,て
は
『
国
語
』
局
譜
上
及

び

一「禮

記

』
月
令

の
記
事

が
最

詳

で
あ

る
。
即

ち
間

詰

に
は

「
王
乃

使
下
司
徒
威
戒

二
公
卿
百
吏
庶
民

一、
司
空
隙
二
壇
干

籍

㍉
命

三
農
大
夫

一威

戒
中
農
用
上
、先

詫時

五
日
、警

告
レ
有
二

協

鳳
至

一、
王
師

二齋

宮

一、
百
官
御

ン事

、春

節
二
其
齋

一三

日
、
王
乃
淳
濯

饗

ン酸

、
及

ヒ期

、簿

人
溜

レ魁
、
搬
入
薦

レ醗

…
王
麟

饗
勢

行
・夏

撲

畢
從
・及
籍

后
擾
壁

第
九
巻
、
(第
四
號

一
二
八
)

六
Q
二

・
之
、
膳
夫
農
正
陳
二
籍
瞠

↓太

史
賛

レ王
、
王
敬
從

レ之

、
王

耕

一
壌
、
班
三

レ之

、庶
民
終

ニ
モ
千
畝

一、其

后
櫻
省

レ功

、
.

太
史
監

レ
之
、
司
徒
省

レ民

、
太
師
監

・
之
、畢

宰
夫
陳

・饗
、
.

膳
宰
監

レ
之
、膳

夫
賛

レ王
、
王
歌
二
大
牢

一、
班
嘗

レ
之
、
庶

人
終

レ食

、是

日
也
、
警

帥

一音

官

一以
硯
一一風
土

一、
康

一H於

籍

東
南

一、
鑓

而
藏

急

、
而
特
布
二
之
干

壁

、」
云

々
ご
あ

へ
う

り
月
令
に
は
「
孟
春
之
月
、
…
乃
澤
=
元
辰
一、
天
子
親
裁
=

耒
耜
一、措
二
之
干
参
保
介
之
レ御
間

噌、帥
三
二
公
九
卿
諸
侯

大
夫
一
躬
耕
二
帝
籍
「、
天
子
三
推
、
三
公
五
推
、
卿
諸
侯

九
推
、
反
執
二
書
手
人
疲

一、
三
公
九
卿
諸
侯
大
夫
皆
御
、

命
日
二
野
酒

一」
ご
あ
り
。
彼
是
…対
照

す
れ
ば
略
茸
ハ梗
概
を

知
る
こ
ε
を
得
や
う
。
即

ち
天
子
親
掛
こ
い
ふ
も
固
よ

り
形
式
的

の
事
に
て
、
天
子
は

「
壕
三
推
即
ち
三
度
相

を
推
し
て

「
秘
の
土
を
鋤
さ
起
す
に
過
ぎ
す
、
公
卿
以

下
次
を
以
て
相
を
執

り
五
推
九
推

す
る
も
、
其
勢
作
は

大
部
分
庶
民
に
委
せ
ら
る

・
の
で
あ
る
。
其
儀
式
の
詳

細
に
至
り
て
は
煩
を
避
け
て
藪
に
解
説
を
省
く
。
(若
し

詳
細
を
知
ら
ん
ご
.せ
ば
孔
頴
達
「禮
記
正
義

」月
倉

の
下

の
疏
、
孫
治
護
『
周
禮
正
義
』大
官
旬
師
の
下
の
疏
を
参

撫

せ
ら
れ
た
い
。
『
白
虎
通
義
』
に
藷
田
の
方
法

ご
し
て

8

1

昌



一
計

く
所

の
奈
義

の
女

は
、
今

の
祭
義

に
は
な
き
所

に
て

」
月
令

の
女

ε
は
相
違

し

て
居

る
。
)
諸
侯
籍

田
の
方
法

に

」
就

い
て
は

之
に
關

す

る
記
載

を
古
典

の
中

に
見
出

ず

こ

.

ε

が
出
家

な

い
、
從

っ
て
其
詳
を

知

る
を
得

ざ

る
も
、

そ

は
天
子

の
籍

田
に
似

て
稽
手
纏

の
省

略

さ
れ

た
者

ご

一
思

へ
ば
由
-ら

ホ
・ビ
錐
遠

か
ら
一さ
る
こ

ε

、
思

ふ
。

薙

田
を
行

ふ
場
所

に
就

い
て
は

「禮

記
」
祭
統

に
「
天

子

親
耕

二
於
南
郊

一、
..,諸
侯
耕
=
於
東

郡

一」

ご
あ

り
。

然

る
に
班
固

の
『
白
虎
通

義
」
巻

二
に
は

}「
耕
二
於
東
郊

「

…
何

、東

方
少
陽
、
農

事
始

起
、
…
故
曾
子
問

日
、
天
子
耕
二

東

田

一、
而
三
反

レ之

」
(今

の
曾
子
問
此
丈

な
し
)
ε
吉

ひ

し何
休

の
『
春

秋
公
半

解
話
」
桓
公
十
四
年

の
下

の
註

に
は

「
天
子
親

耕
二
東

田
千
畝

一」
ε
あ

り
て
、祭
統

の
記
事

ご

～
致

し
な

い
の
で
あ

る
が
、

こ
れ
は
陳

立

に
從

ひ
祭
統

の
天
子
南
郊

諸
侯
東
郊

の
説

を
正

し
い

こ
す
る
。
{陣

立

「
白
虎

通
読
謹
」
巻
⊥
ハ
参
照

)
又
恵
棟

は
其
「
明
堂

大
道

}

録
」

一
に
籍

田

の
薩

の
明
室

に
於

て
行
は

れ
し
を
説

く

・も

、
真

説

の
誤

れ

る
こ
ご
は
金
鶏

の
既

に
説
破

せ

る
逼

.

り
で
あ

る
。
(金

鶏
「
末
吉
録
禧
脳脱

』
二
)
猶
覚
(田

の
廣

さ

…
は
天
子
千
畝
諸
侯

百
畝
な

り
し
こ
ε
-
上
衣
井

に
後

に

雑

鉦

籍
田
の
禮
に
就
い
て

引
く
「
禮
謁
』
集
義
の
女
に
よ
っ
て
明
で
あ
る
。
次
た
籍

田

の
時
期
に
就
い
て
は
『
左
傳
』
袋
公
七
年
に

「
啓
蟄
而

・郊
、
郊
而
後
耕
」
ε
あ
ウ
、
又
「禮
記
』
月
令
に
は
孟
惑

の
月
天
子
穀
を
上
帝
・に
斬

る
の
後
を
承

け
て
籍
田
の
事

を
吉

へ
る
よ
り
推
せ
ば
、
其
更
正

の
正
月
郊

の
祭

に
縫

ロ

い
で
行

は
れ

な

こ
ご
が
わ
か
る
。
.

籍

田

の
事
實

に
關

嚇

し
て
英

名
禰

の
意
味

に

つ
き

一

言

せ
ん

に
、

こ
れ
に
は
古
來
種

々
の
解
緯

あ
り
。
童
昭

は

『
國

語
」
周
語

上
に
註
し

て

-籍

借
也

.借
二
民

カ

一以

爲
レ
之
」
と
言

っ
て
居

る
。
然

る
に
『
漢

書
」
交

帝
紀

の
顔

註

に
は
悉
助

を
引

き

て
「
籍
者

帝
王

典
籍

之
常
也
」
ご
い

ひ
内
文
臣
蟹

を
引

き

て

「
景

常
語
日
、
験
親
群
居
親
桑

爲
二
天
下
先

【、
本

以
二
躬

親

一爲

レ義

、
不

レ得
下
身
二
假
借

H

爲
上
レ稽
也
、
籍
謂

二爾
籍

一也
」
ε

い
ひ
、顔

師
古

は
「
國
語

日
、
宣
玉
印

レ
位
、
不
レ籍

二
千
畝

一、
鉄

叉
公
課

、.
斯
則
籍

非

二
假
借

一明
突
」
こ
て
蟹

に
賢

し
て
居

る
。
叉
『
績
漢
書
』

禮
儀

志

の
註

に
は
盧

植

を
引

き
て
、
「籍

耕
也

、
春
秋
侮

日
、
郊
人
籍

レ稻
、
故

知
二籍

爲
写
耕
也
」
ご
あ
り
。
然

る
.に

鄭
山立
は
『
詩
』
載
菱
序

に
箋

し

て

「
籍
定

言
借
也
、
借
二
民
.

力

一治

レ之
、
故
謂
=
之
.藷

田

一」
ご
い
ひ
、
叉
「
周
禮
」
飼
師

」

'
.

第
九
巻

(第
四
號

三
.二
九

V

六
つ
三

、



雑

録

.
藷
田
の
禮
に
就
い
て

.

の
下

に
註

し
て
「
籍

之
吉

借
地

、王

}
二
耕
之

噌、
而
使
臥
庶

入

善
芋
終

　レ
之
」
ド
　い
ひ
、
ヌ

「
光
堂

筈
砂
」
禮

儀
部

に
は

…
賀
逡

の
「
国
語
註

』
を
引
、き

て

「
天
子
躬
耕

=
籍

田

[、
助

二一

一
民
カ

一也
」
と
い
っ
て
居

る
。

こ

瓦
に
「
助
】一民

力

「」
こ
い

ふ
は
思

ふ
に
助

を
民
力

に
借

る

の
意

で
あ
ら
う
。
蒲

田

は
成
程
臣
贋
顔
師

古

の
い
ふ
如

く
躬

ら
耕

す

の
意

あ
り

ε
雌
、
前

に
も
示

せ
る
如

一
天
子

は
唯

一
耕

三
推

す

る

に
過

ぎ

ぬ
、
其

蝕

の
大
部

分
は
庶

民

の
力

を
借
b

て
生

産

す
る
も

の
な
れ

ば
、
藷

を
解
し

て
借

ご
駕

す
ε
も
何

.

等
矛
盾

を
來
す
鐸

で
は
な

い
。
且
籍

田

の
こ
ご
「
禮
記
」

に
は
所

々
「
群
籍
」
{
い
ひ
、
「
孟
子
」
に
は
「
耕
助

」
こ
い

へ
る
を
見

れ
ば

、
籍

ご
助

と
共
通

の
意

味

に
用

ひ
ら
れ

な

る
こ

ご
を
推

定
し
得

べ
く
、
從

っ
て
数

ら

に
牽
強

の

解
を
探

ら
ん
よ

り
も
茸
昭

鄭
玄
貰
逡

に
從

ひ
て
籍
を

ぱ

一
助

を
民
力

に
借

る
の
義

に
解

す

る
を
長

安
當

な
り

ご
思

事

。
一
最
後

に
籍

田

は
如
何

な

・
意

義

を
有

っ
て
行

は
る

・

竜

の
で

あ
る
か

ご
い
ふ
に
、
足

れ
必
ず

し
も
軍

一
な

る

百
的
を
享

暑

で
は
な
い
。
「績
漢
書
」禮
儀
志
の
劃

一
註
に
は
干
賢

を
引

い
て
吹
の
如
く
言
っ
て
居

る
、
日
は

第
九
巻

(第
四
號

=
二
〇
)

六
〇
四

へ

く
「
古
之
王
者
貴

爾
二
天
子

一、
富
有
二
四
海

一、
而
必

私
置
二

籍

田

「、
蓋
其
義
有

レ
三
焉
、

一
日
、
以
奉

噂　宗

廟

「親
致
二

其
孝

「也
、

二
日
、
以
訓
=
子

百
姓

「在

レ勤

、勤

則
不

レ
匿

也
、
三
日
、
開

・之
子

孫
躬

知
二
稼
穡

之
艱
難

「無

・蓮

池
」

蓬
。
先

づ
此
第

一
の
意

義

で
あ

る
が
之

に
似

尺

る
説

は

「
春

秋
公
羊
解
話
」
桓
公
十
四
年

の
註

に
「禮

天
子
親
耕

三

東

田
千
畝

一
、
以
供
二
乗

盛

一、
躬

行
二孝

道

「朕
先
二
天
下

一」

と
あ

る
如

き

そ
轟
然

凄

る
。
然

る
に
籍

田
其

者

が
直

ち

に
耐
先

に
謝

し
て
孝

を
致

す
所

以
な
り

ε
は
受
け
取

り

難

き
所

で
あ

る
。

こ
れ
は
寧

ろ
廣

一
祭

祀
を
敬

し
誠

を

致

す

の
意

に
山

づ

こ
い

つ
食
方

が
適

切

で
は
あ

る
ま

い

か
。
即

ち
天
子
諸

侯
は
籍

田

に

よ
b

て
躬

ら
祭
祀
用

ふ

る
所

の
穀
物

を
作

る
こ
と

」
な

っ
て
居

る
。
そ
れ

は
「
周

禮
』
天
宮
に

召

師
堂
下帥
二
其
騨

而
耕

[辮
空
費

、
以

レ

聴

入

レ之

、
以
兵

甲
齊
盛
上
、
」

ご
あ
り
、
「
禮

記
』
猟
銃

に

「
天
子
親

耕
二
干
南

難

一
、以
供
二
葉
盛

一
、
…
…
諸
侯

耕
二
於

東
郊

一、
亦
以
供

二築
盛

こ

と
あ

る
も

の
帥

ち
そ
れ

で
あ

る
。
殊

に
『
春

秋
穀
梁

傳
」
桓
公

十
四
年

の
下

に

「
天
子

親
耕
以
共
桑

肇

、王
后
親
叢
身
共
二
祭
服

一、
國
非
レ無
二

頁

農
工
女

一,也

、
以
爲
下
人
之
所

レ
鑑
事
二
其
岨
醐

一、
不
上
レ



若

・
以
下
己
所

二
自
親

者

上
也

、」

ε

い

へ
る
も

の
最
真
意

.

を
話

せ

る
も

の
あ

る
を
畳
ゆ

る
。
撚

り
而

し
て
其
所
謂

一
祭
祀

は

い
か

な
る
範
囮

に
及

ぶ
か
ご

い
ふ
に
『
禮

記
』
祭

}

義

に
よ
れ

ば
「
天
子
爲
一一籍
千
畝

一、冤

而
朱

紘
、
躬
粟

国来

…
諸

侯
爲
二
籍

百
畝

一、
冤
而
青
絵

、
躬
乗

レ
来
、
以
事
二
天
地

山

川
砒
櫻

先
古

一、
以
爲

二酪
酪

齊
盛

一、
」
ご
あ
り
、
即

ち

一
天
帥
地
祇

、
山

川

の
紳

、
肚

櫻

の
紳
、
祀
先

の
盤

に
ま

で
及

ぶ
も

の
で
あ

る
。
宗
廟

に
奉

じ
孝

を
致

す
ご

い
ふ

.

こ
と
も
籍

田
其
者

が
直

ち
に
孝

を
致

す
所
以

に
非
す

し

て
、

畢
竟
躬

ら
蒲

田
を
耕
し

て
祭
祀

に
肝

ふ
る
所

の
築

盛

に
供

す

る
ヒ

こ
が
孝

を
致

ず
こ
ご
に
な

る
の
で
あ

ら

「
う
。
第

一.一に
繋

ぐ

る
所

の
百

姓

に
勤

を
訓

ゆ

る
ご

い
ふ

こ
ご

は
所
謂
勧

農

の
意

な
る
が
、
こ

れ
は
『
國
語
」
用
語

一
上

の
記
事

に
確

な

る
根
捺

が
あ

る
。
.帥

ち
號

の
支
分
は

…「
夫
民

大
事
在

レ農

、
上
帝
之
染
盛
於

レ
是
平
出

、
民

之
蕃

.

庶
於

レ是
平

生
」
云

々
ε

い
ひ
、
又

「
王
事
唯

農
是
務

、

.

ゴ
・…
今

天
子
徹

レ修

二
先
王
之
緒

「、而

棄
二其

人
功

一、贋

二

.

神

之
祀

一、
而
困

二民

之
財

】、
將
何

以
求

レ幅
用

レ
民
」
と
言

ひ

て
、・
官
主

に
籍

田

の
復
活

す

べ
き

を
諌

め
て
居

る
。

即

ち
籍

田
に
重

農
勧
農

の
意
義

あ

る
こ
ご
を
十

分
に
知

雑

録

籍
田
の
禮
に
就
い
て

、

る
こ
ご
が
出
来
る
。
殊
に
『
國
語
」
に
よ
れ
ば
籍
田
は
唯

天
子
範
を
垂
れ
て
電
農

の
意
を
示
す
ε
い
ふ
に
止
ま
ら
.

事
、
藉

口
め
禮
畢
る
後
農
官

が
直
接
に
庶
民
に
射
し
て

農
事
を
精
慨
す
べ
く
戒
告
を
加

へ
る
こ
.ε

、
な

っ
て
居

る
。

円
は
塩

櫻
側
偏
戒

二
百
姓

一、紀

レ
農
協

勃

日
、
陰

陽

分
布
、
震
雪

田

レ漕

、
土
不

備

墾

癖

在

二
司
冠

"
…
…

民
用
莫

レ
不
三
震
動
肇

一恭

於
農

「、
」
ご
。
猫

以
上
引
く
所

の
「
国

語
」
の
文

に
よ
れ

ば
祭

祀
に
敬

を
致

す
ご

い
ふ
ご
.

ご

＼
農
事

を
勤

め
し

む
る
ε

い
ふ

ご
ε
の
二

つ
が
籍

田

の
最
重
要

な

る
意
義

で
あ

る
こ

い
ふ

こ
ご
が
看
取

さ
れ

る
の
で
あ

る
。

降

っ
て
漢

の
丈
景

二
帝
以

後

の
籍

田
に

至

っ
て
は
就
中

勧
農

の
意
が
特

に
、重
き
を
駕
し

て
居

る

や
う

に
思

ふ
。
第
三

に
君
主

の
子
孫
.之
を
聞
き

て
稼
穡

の
蝦
難

を
知
り

て
不
量

見

の
こ
と
を
せ
頗
爲
め

ご
あ
る

こ
れ

は
古

典
に
何
等
依
撮

な
き
所

に
て
愁

ら
く
干
賢
自

身

の
推
測

に
過

ぎ
な

い
も

の
で
あ
ら

う
と
思

は
れ

る
。

假

令
萬
,}
か

、
る
意

蓑

が
含

ま
れ
て
居

る

ご
し
て
も

、

そ

は
籍

田
の
意

義

こ
し

て
は
左

程
重
要

な
る
地
位

を
青

む

る
も

の
で
は
あ

る
ま

い
。

干
賓
墾

ぐ

る
所

の
籍

田
の
意
義

は
以
上
三
篠

に
止
ま

第
九
巷

(第
四
號

=
一=
)

汰
〇
五

'



雑

錯

落
田
の
禮

に
就

い
て

る

の
で
あ

る
が
余

は
此
外

に
猶

一
つ
梢

重
要

な
る
意
義

が
含

ま
れ
居

ら
宇

や

ご
考

ふ

る
者

で
あ

る
。

そ
は
籍

田

.

の
禮
其

者

に
よ

っ
て
先
農
即

ち
初

め
て
農
事

を
撤

へ
だ

入
を
祀

る
ε

い
ふ
こ
ご
で
あ

る
。
先
農

を
祀

る
の
禮

は

『
詩
」

小
推
苗
田

の
詩

に

「
琴
瑟
華

厳
、
甥
御
二
田
租

一、

以
所
二
甘

雨

一、
以
介
二
我

稜
黍

一、
以

穀
=
我
士

女

こ

ご
あ

一
り

、
又
『
周
禮
」
看
官
箭
章

に
は

「
凡
国
所
二
年
松

田
祀

】、

…
漱
二
曲

雅

一、撃

=
土

鼓

一、
以
樂
二
田
駿

一」

ご
あ

る
。

田
祀

ε
は
即

ち
先

農

の
こ

と
で
あ

る
。,
然

る
に
此
一先
農

を
享

一

す

る
の
禮

が
.霜

囲
ご
同
時

に
行

は
れ
な
り

こ

い
ふ
こ

ご

に
就

い
て
は
あ
ま

り
有
力

な
る
詮
接

が
な

い
。
然

し
『
國

.

語
」

用

語
上

に

「
農

正
陳

二籍

禮

一」

の
下
重
昭

の
註

に

「
隙
隙二籍

艦

一著

、
祭
二
其
.神

一爲

レ
農
所
払
」

と
あ

る
を
観

れ
ば
、
周
代
籍

田

の
禮

を

行
ふ
に
當

り
て
農
業

の
始

祖

[を
祀
・
の
箋

あ
り
し
旨

意

徴
し
得
な
暴

は
な

い
ε
思

ふ
。
(此

購
応
は
更

に
耐
精後

の
祭
↓脚
蓬
併

せ
考

ふ

ろ

を
要

す

る
も
今

は
之

を
省

く
。
)
少
く

ご
も
漢

に
入

っ
て

…
は
籍

田

に
際

し
先
農

を
祀

る
の
儀
式

あ

り
し
.こ
ご
は
明

…
確

に
て
『
漢
蕉
儀
』
に

「
春

始
二東

新
松
蘿

出

一、官

祠
二
先

農

一、先

農
帥

脚
農
炎
帝
也

、祠

以
二
光
年

一、
百
官
皆
從

、
。

第
九
燈

(第
四

號

=
二
二
)

六
〇
六

皇
帝
親
執
二
耒
耜
一而
耕
」
と
あ
る
、
以
て
之
を
離
す
る
に

足
る
の
で
あ
る
。
.先
農

の
誰
で
あ
る
か
.に
就

い
て
は
鄭
.

立
は
「
周
禮
」
の
田
租
を
解
し
て
「
田
租
始
耕
レ
困
者
、
謂
二

神
農

一也
」
こ
い
ひ
、
『
詩
』
小
雅
甫
田
の
詩

の
孔
疏
.に
は

・

田
皿
を
解
し
て
や
は
り
『
周
禮
」
に
鄭
重

の
い
ふ
所
に
同

じ
ご
し
て
居

る
。
而

し
て
漢
代
に
先
農
を
以
て
神
農
ざ

爲
せ
し
事
は
前

の
「
漢
憐
儀
』
の
丈
に
よ
り
明
で
あ
る
。
・

然
る
に
此
説

は
戦
国
以
後
稗
農
徳
論

の
現
は
れ
て
後
に

吉
ふ
事
で
あ

る
。
古
代
の
所
謂
田
阻
は
必
し
も
爾
…く
明

確
な
る
者

で
は
あ
る
ま
い
。
恐
ら
ぐ
唯
初
め
て
人
類
に

農
事
を
敏

へ
な
或
特
定

の
入
ε
い
ふ
程

の
意
味
に
過
ぎ

な
い
で
は
あ
る
装
い
か
。

以
上
は
支
那
古
代

の
籍

田
の
禮

に
就
き
少

し
く
其
概

要
を
述

べ
た
ま
で
」
あ
る
。
山大
の
漢
以
後

に
於
け
る
此

禮
制
の
興
廃
を
叙
す
る
如

き
は
固
よ
り
此
篇

の
目
的
で

は
な
い
。
叉
親
慧

の
禮

に
至

っ
て
は
或
は
籍

田
と
關
聯

し
て
述

べ
た
方
が
よ
か
つ
な
か
も
知
れ
ぬ
が
、
其
は
略
-

之
れ
忍
同
様

の
滑
革
を
有
し
、
.又
同
様

の
意
義
を
有
す

る
も
の
探
る
が
爲
め
に
、
叙
述

の
煩
項
に
　旦
ら
ん
こ
ピ

を
恐
れ
て
故
ら
に
之
を
切
り
離

し
π
次
第
で
あ
る
。

・


